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１．はじめに 

 近年環境問題、経済的、健康志向などの理由から自転
車の利用が盛んになってきた。しかし自転車のルール違
反による事故や、歩行者に対する迷惑行為など負の問題
も大きく、手放しで歓迎できない状況にある。 

 自転車関連の交通事故で自転車側に違反があった事故
は多く全体の67％に達している 1）。大塚によれば自転車
の通行方法に関するルールの理解度遵守度が特に低いこ
とが明らかになっている 2）。 

 自転車の通行方法の背景に関しては小川らが歩道設置
道路において利用者はまず、歩道上を走行することを想
定した上で、歩道上、車道上の状況に応じて歩道、車道
のどちらを走行するか決定すると述べている 3）。鈴木ら
は自転車と歩行者の横断歩道での青信号点滅時の横断に
ついて聞き取り調査を行い、横断長が短い時、待ち時間
が長い時は横断率が高くなるとしている 4）。しかしこれ
らの研究は直接自転車の交通違反の要因を調べたもので
はなく、自転車の交通違反の原因に関する研究は少ない。 
ここでは平成21年10月～11月に盛岡市内で行った路
上観測とアンケート調査により交通違反の実態と、違反
をする心理的背景について考察し、今後の対策に役立て
ようとするものである。なお交通違反は対象を単純化す
るため右側通行と赤信号無視に限定した。 

 

２．走行観測 

2.1 右側通行 

（1）十字交差点 

 2車線同士の十字交差点で、直進、左折、右折別に左
右どちらの路側を通行するかを観測した結果を図１に示
す。観測した交差点は信号機が設置されており、信号サ
イクル長は 70秒である。歩道は一部あるが狭く自転車は
歩道をあまり通行しない地点である。観測時間は降雨の
ない平日の朝7時～9時、夕方 4時～6時に実施した。以
下の観測も断りのない場合時間帯は同様である。図１か
ら明らかなように、右折車は右側を、左折車は左側を主
に通行しており、右左折しやすい側を走行していること
が推察される。

 

図１ 十字交差点での通行方向 

 

（2）T字交差点  

次に 2車線同士のT字交差点の主道路で、方向別に左
側通行、右側通行を観測したのが図２である。観測した
地点は信号機が設置されており、信号サイクル長は 140

秒である。主道路には片側に狭い歩道がある。図で示す
ように従道路を左に見る方向ではその反対方向より右側
通行の割合が多い。右側通行の割合はカイ二乗検定で
1％の有意水準で差が認められた。この原因は、信号が赤
の場合でも従道路から来る車との交錯を避けて直進が可
能（交通違反だが）であるからと考えられる。 

 

図２ T字交差点での通行方向 

 

2.2 信号無視 

（1）横断歩道の信号機 

 押しボタン式信号機付横断歩道での信号無視を観測し
た。車道側の赤信号時間は25秒である。観測した地点に
は歩道はあるが、信号無視が明確な車道を通行する自転
車のみを対象とした。車道側の信号が赤の時の自転車の
停止、進行をカウントした（図３）。図から明らかなよう

Keywords : 自転車、交通違反、通行方法、信号 

* 連絡先 : motoda@iwate-pu.ac.jp 

 (Phone) 019-694-2732 



に停止線で止まる自転車は朝夕を含め全くなく、停止し
た自転車も停止線を超えており、交通違反を行っている
者は 100％である。これは交差するのが歩行者なので車
より危険性が少ないと判断していると考えられる。 

 

図３ 横断歩道での信号遵守（N=37） 

 

（2）十字交差点の信号機 

 観測場所は 2.1（1）と同様である。信号無視の観測は
交差点の各枝で進行方向が赤信号の自転車の動向を調査
し、集計した（図４）。法規通り停止線で停止するのは
2.3％とほとんどの者が法律違反である。観測した自転車
は右側通行のものもあり、法規を守り左側通行して停止
線で停止する者は 1％未満である。横断歩道ほど信号無
視は多くないが、横断歩道と違い交差方向に車が通行し
ているため危険を感じて自制しているものと考えられる。 

 

図４ 十字交差点での信号遵守（N=219） 

 

 

図５ T字交差点での信号遵守 

（3）T字交差点の信号機 

 T 字交差点の主道路方向での信号無視を図５に示す。
観測地点は 2.1（2）と同様である。主道路で従道路を左
に見る方向では右側通行の信号無視が多く、従道路を右
に見る方向では左側通行の信号無視が多いが理由は 2.1

（2）と同様この方向は車との交錯が少ないので赤信号で
も進むものと考えられる。 

 

３．意識調査 

 観測結果の原因をさらに調査するために盛岡市内で一
般市民を対象にアンケート調査を実施した。調査票では、
通行方向や右側通行に対する意識、違反する理由、赤信
号時の行動や信号遵守に対する意識、信号無視をする理
由、過去の事故回数など、属性や自転車の利用頻度など
を聞いた。本調査は市内の新聞販売店へ依頼し、新聞を
購読している世帯に宅配する形で配布し、郵送により回
収した。自転車を利用している者を対象としたが、世帯
の中で自転車を利用する家族が複数いる場合は次の誕生
日が一番近い人に回答してもらうようにした。配布日は
平成 21年 11月 28・29日で、回収締切は平成 21年 12

月 18日とし配布部数は 1000部であった。有効回収数は
281通で回収率 28.1％であった。 

 

3.1 属性 

 男性 42.7％、女性 56.9％で女性の方がやや多い。年齢
は 10歳代、20歳代がやや少ないが、その他の年代のシ
ェアは 10～20％程度でほぼ均等に分布しており、最も多
いのは 60歳代の 24.6％である。職業は専業主婦、無職、
会社員の順に多くそれぞれ26.0％、23.8％、17.4％となっ
ている。自転車の利用はほぼ毎日が 36.3％で、週 1，2

回以上利用している者は 75.4％と大半で、自転車をよく
利用していることが分かる。 

 
3.2 通行方向に関する意識 

（1）交差点での右折方法  

左側、右側通行に関する意識について交差点を右折す
るときの図を示し通行方法について質問した。結果は左
側通行 2段階右折が 74.4％であり、右側通行は 7.1％と
少ない（図６）。図１とはかなり乖離しており母集団が全
く同じではないものの回答と観測結果が一致していない。 
この他先方右側に目的地がある場合の右側、左側通行
の選択、T字路の主道路における右側、左側通行の選択
についても聞いたが、やはり観測結果とは異なり殆どが
左側通行をするとの回答が得られた。アンケート調査票
では普段の利用のしかたをありのままに答えるよう要請
したが、規範意識が作用した可能性がある。 



 

 
図６ 右折時の通行方法（N=280） 

 

（2）左側通行意識 

左側通行を心がけているかという質問に対する回答
は、「常に心がけている」という回答が59.8%、「心がけ
ているが、たまに右側通行をする」という回答が37.4%
となっており、多くの回答者が左側通行を心がけている
ということがわかる。「心がけていない」のは0.7％と低
い。このことも図1，2の観測結果とは乖離している。 
 

（3）左側通行をしない理由 

図7は「心がけているが、たまに右側通行をする」、「心
がけていない」と答えた回答者に左側通行をしない理由
を複数回答で質問した結果を表したグラフである。一番
多いのは左側通行すると遠回りになって面倒なことがあ
るからという回答で27.8%となっている。その他には左
側通行に危険を感じるから、路面のコンディションによ 

 

図７ 左側通行をしない理由（N=103） 

って通行方向を決めているから、目的地の位置によって
通行方向を変えているからなどの回答があった。 
 
（3）属性とのクロス集計 
左側通行意識と性別、運転免許保有の有無、年代、事
故歴などとのクロス集計をして最も差が表れたのは年代
である。年代と左側通行に対する意識をクロス集計した
結果を図８に示す。高い年代の方が左側通行を常に心が
けている割合が高くなっている。カイ二乗検定の結果、
有意水準 1%で差がみられた。よって左側通行に対する
意識には年代が影響していると考えられる。 

 
図８ 年代と左側通行の意識 

 
3.3 赤信号に関する意識 
（1）交差点左折時の行動 
 信号のある十字交差点で左折するときの行動について
聞いた。赤信号の時の行動で 
① 信号手前の白線で停止する 
② 白線を超えるが交差点手前で停止する 
③ 止まらず左折する 
について選択をさせたのが図9である。 
 正しいのは①であるが、回答は約4割である。②で止
まるとしている者も合わせると約3分の2が赤信号で止
まるとしているが、停止線を越えて停止する者も22.1％
ある。現地観測でも停止線を越えて停止する者が55％と
多かったことも考えると、停止線で停止するルールその
ものを知らない人が多い可能性がある。 

 

図９ 信号交差点左折時の行動（N=279） 
 
（2）赤信号に関する意識 
 信号を守るかどうか、交差点での赤信号に関する意識
を聞いた。「常に心がけている」が63.5％である。「心が
けているが車や歩行者がいなければ進むこともある」が

  

① ③ ②



33.5％、「心がけていないが、危険なら止まる」が0.7％
である。現地観測からも信号の遵守率は高いと言えない。 
 
（3）赤信号を守らない理由 
図１０は「心がけているが、車や歩行者がいなければ
進むこともある」、「心がけていないが、危険なら止まる」
と答えた回答者に赤信号で止まらない理由を複数回答で
質問した結果を表したグラフである。危険を感じないか
らという回答が 20.8%、次いで、止まると時間をロスす
るからという回答が 12.5%となっている。その他には、
急いでいるとき、交差点を左折する場合は止まらなくて
もいいと考えているから、交通量の少ない交差点は押し
て進む、止まるのが面倒くさいから、周りも止まってい
ないからなどの回答があった。 

 
図１０ 信号を守らない理由（N=92） 

 
（4）属性とのクロス集計 
属性とのクロスでは左側通行同様に年代で最も差が
表れた（図１１）。年齢が高くなるにつれて、信号遵守を
心がけている割合が高くなっている。また、カイ二乗検
定した結果、有意水準 1%で有意な差がみられた。よっ
て年齢が高い人ほど信号遵守の意識が高く、若い人ほど
信号遵守を心がけていないことがわかる。 

 

図１１ 年齢と赤信号遵守 
 
４．考察 
 左側通行、信号遵守について高齢になるほど心がけて
いる割合が高いことが明らかになった。この理由として
は加齢により身体能力の衰えから行動が自己防衛的にな
る可能性もあるが、昭和45年以前は道路交通法上車道通
行しかなかったことから自転車を乗り出した時代が昭和
45年以前であると自動車と同じ交通ルールを認識して
いることが考えられる。 
 図１２は自転車が歩行者と自動車のどちらに近いかを

聞いたものであるが、30歳代以下の若い世代と70歳以
上の世代とは自転車の意識が異なることが分かる。30歳
代以下と70歳代以上の自転車を「車」と認識している人
の割合をカイ二乗検定した結果1％の有意水準で差が認
められた。70歳以上の人が自転車を乗り始めたのは昭和
20～30年代と考えられるが、30歳代の人は昭和50年代
以降で歩道通行が一般化した時代である。従って年齢だ
けでなく世代による意識の差もあるものと考えられる。 

 
図１２ 年代と自転車に対する認識 

  
 左側通行や赤信号遵守で観測結果とアンケート調査の
回答にかなりの乖離が見られた。両者は厳密には同じ母
集団ではなく、観測時間が通勤・通学時間であったので
ルールを守らない比較的若年層の人が多かったことも要
因であるが、意識と行動にかなりの乖離がある可能性が
ある。ルールを知っていても自分の判断でその場の状況
に応じて走行している者が多いと考えられる。 
 
５．おわりに 
 盛岡市での調査により次のことが明らかとなった。 
・左側通行、赤信号ともに遵守率は低い。 
・守らない理由は危険を感じない、不便になるなどで規
則よりは自分の都合や判断を優先させている。 
・観測された行動とアンケート調査の回答に乖離がある。 
・高齢者ほど赤信号・左側通行遵守の意識が高いが、自
転車の交通ルールを学んだ時代の違いが原因として考え
られる。 
 
 以上のことから特に若い世代の交通モラル醸成のため
の教育が必要と考えられる。今後は聞き取り調査を行い
行動と回答の乖離の理由を探るとともに、右側通行、赤
信号以外の違反についても調査をしてゆきたい。 
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